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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、システム、およびデバ
イスが、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのために説明
される。ワイヤレス通信デバイスは、優先トラフィック
の送信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々
において、セミパーシステントスケジューリング（ＳＰ
Ｓ）リソースのブロックを確立し、複数のＴＴＩのうち
の第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレ
ベルが、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定
し得る。ワイヤレス通信デバイスは、第１のＴＴＩにお
けるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックの
ためにリザーブされていることからリリースされること
を示すために、ＴＴＩ毎リリース信号を送信し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスノードによるワイヤレス通信のための方法であって、
　優先トラフィックの送信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、セ
ミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）リソースのブロックを確立することと、
　前記複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが
、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定することと、
　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのため
にリザーブされていることからリリースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信号
を送信することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のＴＴＩの間に優先トラフィックを送信することを控えること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロック上で、より低い優先度のトラ
フィックを送信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記優先トラフィックが、前記複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおける送信のため
に利用可能であることを決定することと、前記後続のＴＴＩは、前記第１のＴＴＩの直後
に生じ、
　前記後続のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックにおいて優先トラフィックを
送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、
　前記第１のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信すること、ここにおいて
、前記ワイヤレスノードは、基地局であり、前記優先トラフィックは、ダウンリンク優先
トラフィックである、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、
　前記複数のＴＴＩのうちの第２のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信す
ること、ここにおいて、前記第２のＴＴＩは、前記第１のＴＴＩに先行し、ここにおいて
、前記ワイヤレスノードは、ユーザ機器（ＵＥ）であり、前記優先トラフィックは、アッ
プリンク優先トラフィックである、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　送信機に、前記第１のＴＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に入るように命令
すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のＴＴＩの各々は、データチャネルに時間的に先行する制御チャネルを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、
　前記第１のＴＴＩの制御チャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信すること
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、
　前記複数のＴＴＩのうちの先行するＴＴＩのデータチャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リ
リース信号を送信すること、ここにおいて、前記先行するＴＴＩは、前記第１のＴＴＩの
直前に生じる、
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号は、単一のビットである、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレスノードによるワイヤレス通信のための方法であって、
　優先トラフィックの受信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、セ
ミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）リソースのブロックを確立することと、
　前記複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、優
先トラフィックのためにリザーブされていることからリリースされることを示すＴＴＩ毎
リリース信号を受信することと
　を備える方法。
【請求項１３】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＴＴＩにおける
前記ＳＰＳリソースのブロックを、優先トラフィックのためにリザーブされていることか
らリリースすること
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロック上で、より低い優先度のトラ
フィックを受信すること
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、排
他的な優先トラフィックの使用からリリースされるかどうかを決定するために、後続のＴ
ＴＩ毎リリース信号をモニタすること
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、
　前記第１のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信すること、ここにおいて
、前記ワイヤレスノードは、ユーザ機器（ＵＥ）であり、前記優先トラフィックは、ダウ
ンリンク優先トラフィックである、
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、
　前記複数のＴＴＩのうちの第２のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信す
ること、ここにおいて、前記第２のＴＴＩは、前記第１のＴＴＩに先行し、ここにおいて
、前記ワイヤレスノードは、基地局であり、前記優先トラフィックは、アップリンク優先
トラフィックである、
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　デコーダに、前記ＴＴＩ毎リリース信号に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＴ
ＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に入るように命令すること
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複数のＴＴＩの各々は、データチャネルに時間的に先行する制御チャネルを含む、
請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
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　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、
　前記第１のＴＴＩの制御チャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信すること
　を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、
　前記複数のＴＴＩのうちの先行するＴＴＩのデータチャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リ
リース信号を受信すること、ここにおいて、前記先行するＴＴＩは、前記第１のＴＴＩの
直前に生じる、
　を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号は、単一のビットである、請求項１２に記載の方法。
【請求項２３】
システムにおける、ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、かつ前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　優先トラフィックの送信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、
セミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）リソースのブロックを確立することと、
　　前記複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベル
が、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定することと、
　　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのた
めにリザーブされていることからリリースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信
号を送信することと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える装置。
【請求項２４】
　システムにおける、ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、かつ前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　優先トラフィックの受信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、
セミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）リソースのブロックを確立することと、
　　前記複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、
優先トラフィックのためにリザーブされていることからリリースされることを示すＴＴＩ
毎リリース信号を受信することと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える装置。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　優先トラフィックの送信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、セ
ミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）リソースのブロックを確立するための手段
と、
　前記複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが
、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定するための手段と、
　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのため
にリザーブされていることからリリースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信号
を送信するための手段と
　を備える装置。
【請求項２６】
　前記第１のＴＴＩの間に優先トラフィックを送信することを控えるための手段
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　をさらに備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロック上で、より低い優先度のトラ
フィックを送信するための手段
　をさらに備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記優先トラフィックが、前記複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおける送信のため
に利用可能であることを決定するための手段と、前記後続のＴＴＩは、前記第１のＴＴＩ
の直後に生じ、
　前記後続のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックにおいて優先トラフィックを
送信するための手段と
　をさらに備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信するための前記手段は、
　前記第１のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信するための手段、ここに
おいて、前記装置は、基地局であり、前記優先トラフィックは、ダウンリンク優先トラフ
ィックである、
　を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信するための前記手段は、
　前記複数のＴＴＩのうちの第２のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信す
るための手段、ここにおいて、前記第２のＴＴＩは、前記第１のＴＴＩに先行し、ここに
おいて、前記装置は、ユーザ機器（ＵＥ）であり、前記優先トラフィックは、アップリン
ク優先トラフィックである、
　を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項３１】
　送信機に、前記第１のＴＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に入るように命令
するための手段
　をさらに備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項３２】
　前記複数のＴＴＩの各々は、データチャネルに時間的に先行する制御チャネルを含む、
請求項２５に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信するための前記手段は、
　前記第１のＴＴＩの制御チャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信するため
の手段
　を備える、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を送信するための前記手段は、
　前記複数のＴＴＩのうちの先行するＴＴＩのデータチャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リ
リース信号を送信するための手段、ここにおいて、前記先行するＴＴＩは、前記第１のＴ
ＴＩの直前に生じる、
　を備える、請求項３２に記載の装置。
【請求項３５】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号は、単一のビットである、請求項２５に記載の装置。
【請求項３６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　優先トラフィックの受信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、セ
ミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）リソースのブロックを確立するための手段
と、
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　前記複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、優
先トラフィックのためにリザーブされていることからリリースされることを示すＴＴＩ毎
リリース信号を受信するための手段と
　を備える装置。
【請求項３７】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＴＴＩにおける
前記ＳＰＳリソースのブロックを、優先トラフィックのためにリザーブされていることか
らリリースするための手段
　をさらに備える、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記第１のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロック上で、より低い優先度のトラ
フィックを受信するための手段
　をさらに備える、請求項３６に記載の装置。
【請求項３９】

　前記複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおける前記ＳＰＳリソースのブロックが、排
他的な優先トラフィックの使用からリリースされるかどうかを決定するために、後続のＴ
ＴＩ毎リリース信号をモニタするための手段
　をさらに備える、請求項３６に記載の装置。
【請求項４０】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信するための前記手段は、
　前記第１のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信するための手段、ここに
おいて、前記装置は、ユーザ機器（ＵＥ）であり、前記優先トラフィックは、ダウンリン
ク優先トラフィックである、
　を備える、請求項３６に記載の装置。
【請求項４１】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信するための前記手段は、
　前記複数のＴＴＩのうちの第２のＴＴＩにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信す
るための手段、ここにおいて、前記第２のＴＴＩは、前記第１のＴＴＩに先行し、ここに
おいて、前記装置は、基地局であり、前記優先トラフィックは、アップリンク優先トラフ
ィックである、
　を備える、請求項３６に記載の装置。
【請求項４２】
　デコーダに、前記ＴＴＩ毎リリース信号に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＴ
ＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に入るように命令するための手段
　をさらに備える、請求項３６に記載の装置。
【請求項４３】
　前記複数のＴＴＩの各々は、データチャネルに時間的に先行する制御チャネルを含む、
請求項３６に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信するための前記手段は、
　前記第１のＴＴＩの制御チャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信するため
の手段
　を備える、請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号を受信するための前記手段は、
　前記複数のＴＴＩのうちの先行するＴＴＩのデータチャネルにおいて、前記ＴＴＩ毎リ
リース信号を受信するための手段、ここにおいて、前記先行するＴＴＩは、前記第１のＴ
ＴＩの直前に生じる、
　を備える、請求項４３に記載の装置。
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【請求項４６】
　前記ＴＴＩ毎リリース信号は、単一のビットである、請求項３６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１６年１２月２２日に出願され、本譲受人に譲渡された「Semi-Per
sistent Scheduling for Low-Latency Communications」と題する、Ｌｉ他による米国特
許出願第１５／３８８，２４２号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、低レイテンシ通信のた
めのセミパーシステントスケジューリング（semi-persistent scheduling）に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャスト、等のような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが可
能であり得る。このような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、（例えば、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ（登録商標））システム、または新無線（ＮＲ：New Radio）シス
テム）を含む。ワイヤレス多元接続通信システムは、いくつかの基地局またはアクセスネ
ットワークノードを含み得、各々が、別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る複数の通
信デバイスのための通信を同時にサポートする。
【０００４】
　[0004]複数のタイプのトラフィックが、ワイヤレス通信システムにおいて通信され得る
。いくつかのケースでは、異なるタイプのトラフィックの異なるパフォーマンスメトリッ
クが、いくつかのタイプのトラフィックが他のものよりも高い優先度を有することを引き
起こし得る。ワイヤレス通信システムにおけるトラフィックのタイプの一例が、ミッショ
ンクリティカル通信（mission-critical communications）と呼ばれることもある超高信
頼性低レイテンシ通信（ＵＲＬＬＣ：ultra-reliability low-latency communications）
を含み得、これは、パケットが低レイテンシおよび高信頼性と共に通信されることを規定
（specify）し得る。ＵＲＬＬＣまたはミッションクリティカル通信は、高い優先度、ま
たはしきい値を上回る優先度を有する通信の例であり得る。低い優先度の通信は、しきい
値を下回る優先度を有する通信を含む。ＵＲＬＬＣまたはミッションクリティカル通信の
ものより低い優先度レベルを有する通信の例は、拡張されたモバイルブロードバンド（ｅ
ＭＢＢ：enhanced mobile broadband）通信を含む。ワイヤレス通信システムは、高い優
先度または低い優先度のトラフィックなどの、様々なタイプの通信のために使用されるこ
とになるリソースを指定し得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明される技法は、低レイテンシ通信のためのセミパーシステントスケジューリ
ング（ＳＰＳ）をサポートする改善された方法、システム、デバイス、または装置に関す
る。一般に、説明された技法は、ＳＰＳリソースのブロックの送信時間間隔（ＴＴＩ）毎
リリースを提供する。有益なことに、通信は、別のＴＴＩ毎リリース信号が受信されない
限り、次のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックにおいて自動的に再開する。有利な
ことに、これら例は、超高信頼性低レイテンシ通信（ＵＲＬＬＣ）についての低レイテン
シおよび超高信頼性要件を満たし得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、優先トラフィックの送信のために
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、複数のＴＴＩの各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立することと、複数のＴ
ＴＩのうちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィ
ックしきい値を下回ることを決定することと、第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブ
ロックが、優先トラフィックのためにリザーブされていることからリリースされることを
示すために、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することとを含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、優先トラフィックの送信の
ために、複数のＴＴＩの各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立するための手段
と、複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが、
優先トラフィックしきい値を下回ることを決定するための手段と、第１のＴＴＩにおける
ＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザーブされていることからリ
リースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信号を送信するための手段とを含み得
る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセ
ッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プ
ロセッサに、優先トラフィックの送信のために、複数のＴＴＩの各々において、ＳＰＳリ
ソースのブロックを確立することと、複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩの間に送信すべ
き優先トラフィックのレベルが、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定すること
と、第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザ
ーブされていることからリリースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信号を送信
することとを行わせるように動作可能であり得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的なコンピュータ可読媒体は、プロセッサに、優先トラフィックの送信のために、複数の
ＴＴＩの各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立することと、複数のＴＴＩのう
ちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィックしき
い値を下回ることを決定することと、第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが
、優先トラフィックのためにリザーブされていることからリリースされることを示すため
に、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することとを行わせるように動作可能な命令を含み得る
。
【００１０】
　[0010]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第１のＴＴＩの間に優先トラフィックを送信することを控えるためのプロセス
、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、および非一
時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースの
ブロック上で、より低い優先度のトラフィックを送信するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得る。
【００１１】
　[0011]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、優先トラフィックが、複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおける送信のため
に利用可能であり得ることを決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに
含み得、後続のＴＴＩは、第１のＴＴＩの直後に生じる。上記で説明された方法、装置、
および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、後続のＴＴＩにおけるＳＰＳ
リソースのブロックにおいて優先トラフィックを送信するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得る。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、第１のＴＴＩにおいて、ＴＴＩ毎
リリース信号を送信することを備え、ここにおいて、ワイヤレスノードは、基地局であり
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得、優先トラフィックは、ダウンリンク優先トラフィックであり得る。上記で説明された
方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＴＴＩ毎リリ
ース信号を送信することは、複数のＴＴＩのうちの第２のＴＴＩにおいて、ＴＴＩ毎リリ
ース信号を送信することを備え、ここにおいて、第２のＴＴＩは、第１のＴＴＩに先行し
、ここにおいて、ワイヤレスノードは、ユーザ機器（ＵＥ）であり得、優先トラフィック
は、アップリンク優先トラフィックであり得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、送信機に、第１のＴＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に入るように
命令するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された
方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、複数のＴＴＩ
の各々は、データチャネルに時間的に先行する制御チャネルを含む。上記で説明された方
法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＴＴＩ毎リリー
ス信号を送信することは、第１のＴＴＩの制御チャネルにおいて、ＴＴＩ毎リリース信号
を送信することを備える。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、複数のＴＴＩのうちの先行するＴ
ＴＩのデータチャネルにおいて、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することを備え、ここにお
いて、先行するＴＴＩは、第１のＴＴＩの直前に生じる。上記で説明された方法、装置、
および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＴＴＩ毎リリース信号は、
単一のビットであり得る。
【００１５】
　[0015]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、優先トラフィックの受信のために
、複数のＴＴＩの各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立することと、複数のＴ
ＴＩのうちの第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのた
めにリザーブされていることからリリースされることを示すＴＴＩ毎リリース信号を受信
することとを含み得る。
【００１６】
　[0016]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、優先トラフィックの受信の
ために、複数のＴＴＩの各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立するための手段
と、複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラ
フィックのためにリザーブされていることからリリースされることを示すＴＴＩ毎リリー
ス信号を受信するための手段とを含み得る。
【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセ
ッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プ
ロセッサに、優先トラフィックの受信のために、複数のＴＴＩの各々において、ＳＰＳリ
ソースのブロックを確立することと、複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩにおけるＳＰＳ
リソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザーブされていることからリリース
されることを示すＴＴＩ毎リリース信号を受信することとを行わせるように動作可能であ
り得る。
【００１８】
　[0018]ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的なコンピュータ可読媒体は、プロセッサに、優先トラフィックの受信のために、複数の
ＴＴＩの各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立することと、複数のＴＴＩのう
ちの第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザ
ーブされていることからリリースされることを示すＴＴＩ毎リリース信号を受信すること
とを行わせるように動作可能な命令を含み得る。
【００１９】
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　[0019]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＴＴＩ毎リリース信号に少なくとも部分的に基づいて、第１のＴＴＩにおける
ＳＰＳリソースのブロックを、優先トラフィックのためにリザーブされていることからリ
リースするためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明され
た方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、第１のＴＴＩ
におけるＳＰＳリソースのブロック上で、より低い優先度のトラフィックを受信するため
のプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２０】
　[0020]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが、排
他的な優先トラフィックの使用からリリースされ得るかどうかを決定するために、後続の
ＴＴＩ毎リリース信号をモニタするためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含
み得る。上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、第１のＴＴＩにおいて、ＴＴＩ毎
リリース信号を受信することを備え、ここにおいて、ワイヤレスノードは、ユーザ機器（
ＵＥ）であり得、優先トラフィックは、ダウンリンク優先トラフィックであり得る。上記
で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、複数のＴＴＩのうちの第２のＴＴＩにおいて、
ＴＴＩ毎リリース信号を受信することを備え、ここにおいて、第２のＴＴＩは、第１のＴ
ＴＩに先行し、ここにおいて、ワイヤレスノードは、基地局であり得、優先トラフィック
は、アップリンク優先トラフィックであり得る。
【００２１】
　[0021]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、デコーダに、ＴＴＩ毎リリース信号に少なくとも部分的に基づいて、第１のＴ
ＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に入るように命令するためのプロセス、特徴
、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、および非一時的な
コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、複数のＴＴＩの各々は、データチャネルに時
間的に先行する制御チャネルを含む。
【００２２】
　[0022]上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＴＴＩ毎リリース信号を受信することは、第１のＴＴＩの制御チャネルにお
いて、ＴＴＩ毎リリース信号を受信することを備える。上記で説明された方法、装置、お
よび非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＴＴＩ毎リリース信号を受信
することは、複数のＴＴＩのうちの先行するＴＴＩのデータチャネルにおいて、ＴＴＩ毎
リリース信号を受信することを備え、ここにおいて、先行するＴＴＩは、第１のＴＴＩの
直前に生じる。上記で説明された方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体の
いくつかの例では、ＴＴＩ毎リリース信号は、単一のビットであり得る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]図１は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのセミパーシステ
ントスケジューリング（ＳＰＳ）をサポートするワイヤレス通信のためのシステムの例を
例示する。
【図２】[0024]図２は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】[0025]図３は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするプロセスフローチャートの例を例示する。
【図４】[0026]図４は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするリソース構造の例を例示する。
【図５】[0027]図５は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするプロセスフローチャートの例を例示する。
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【図６】[0028]図６は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするリソース構造の例を例示する。
【図７】[0029]図７は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするデバイスのブロック図を示す。
【図８】[0029]図８は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするデバイスのブロック図を示す。
【図９】[0029]図９は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするデバイスのブロック図を示す。
【図１０】[0030]図１０は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサ
ポートするユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１１】[0031]図１１は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサ
ポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１２】[0032]図１２は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのた
めの方法を例示する。
【図１３】[0032]図１３は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのた
めの方法を例示する。
【図１４】[0032]図１４は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのた
めの方法を例示する。
【図１５】[0032]図１５は、本開示の態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのた
めの方法を例示する。
【詳細な説明】
【００２４】
　[0033]低レイテンシ通信のためのセミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）のた
めの技法が開示される。ワイヤレス通信システムは、超高信頼性低レイテンシ通信（ＵＲ
ＬＬＣ）ＳＰＳを使用して、優先トラフィックを通信し得る。ＳＰＳリソースは、無線リ
ソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して、ＵＲＬＬＣをサポートするユーザ機器（
ＵＥ）（本明細書でＵＲＬＬＣ　ＵＥまたはＵＥと呼ばれる）に割り当てられ得る。ＲＲ
Ｃシグナリングは、ＳＰＳリソースおよび他の属性（例えば、変調およびコーディングス
キーム（ＭＣＳ））が、ＵＲＬＬＣ　ＵＥに明示的に割り当てられる送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の期間を示し得る。基地局は、ダウンリンク優先トラフィックを送信するために、Ｕ
ＲＬＬＣ　ＳＰＳリソースを使用し得る。ＵＥは、アップリンク優先トラフィックを送信
するために、ＵＲＬＬＣ　ＳＰＳリソースを使用し得る。
【００２５】
　[0034]制御チャネルは、ＵＥと基地局の間で制御データをシグナリングするために使用
されるが、ＵＲＬＬＣの低レイテンシおよび超高信頼性の制約を満たすようには設計され
ていなかった。これらの２つの制約は、リソースブロックのスケジューリングのために、
信頼性の高い制御チャネルを設計することを困難にしている。典型的な送信シナリオでは
、ワイヤレス通信デバイスは、アップリンクおよびダウンリンクチャネルを含むＴＴＩを
使用して、共有通信媒体上で通信し得る。アップリンクおよびダウンリンクチャネルは、
リソースブロックにさらに分割され得、各リソースブロックは、アップリンクおよびダウ
ンリンク通信のために、ワイヤレス通信デバイスに割り振られ得る。スケジューリング割
当ては、特定のワイヤレス通信デバイスに、アップリンクおよび／またはダウンリンク通
信のために、どの１つまたは複数のリソースブロックがそれに割り当てられたかを知らせ
るために通信され得る。
【００２６】
　[0035]２つの一般に使用されるスケジューリング技法が、動的スケジューリングおよび
ＳＰＳである。しかしながら、これらの従来のスケジューリング技法は、ＵＲＬＬＣの低
レイテンシおよび超高信頼性の制約を満たさない。動的スケジューリングは、ＵＲＬＬＣ
には適していない場合がある（may not be feasible）。ＵＲＬＬＣについての低レイテ
ンシ要件を満たすために、ＴＴＩ内で生じるリソースブロックは、その同じＴＴＩ内でス
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ケジュールさることとなる。超高信頼性要件を満たすために、受信機は、そのＴＴＩ内で
送られるスケジューリング割当てを受信し、適正に復号すべきである。そのＴＴＩ内でス
ケジューリング割当てを適正に復号できないことは、再送信を要求し、再送信されたスケ
ジューリング割当てを受信するのには時間がかかりすぎるので、低レイテンシ要件に違反
するであろう。したがって、動的スケジューリングは、超高信頼性要件を満たすために、
受信機が、（再送信を要求することなく）送信されたスケジューリング割当てを適正に復
号することを必要とすると共に、低レイテンシ要件を満たすために、スケジューリング割
当ての１回限りの送信を必要とするであろう。これらの仮定は、ほとんどのワイヤレス通
信システムにとって現実的ではなく、したがって、動的スケジューリングは、ＵＲＬＬＣ
に使用するのに実用的ではない。
【００２７】
　[0036]従来のＳＰＳ技法もまた、不十分である。ＳＰＳでは、送信機および受信機は、
到来するアップリンクおよび／またはダウンリンク通信のために使用されるべき１つまた
は複数のＴＴＩにおける１つまたは複数のリソースブロックを事前にスケジュールする。
しかしながら、送信機、受信機、または両方が、ＳＰＳリソースの１つまたは複数のブロ
ックにおいて通信するためのデータがないときもあるので、チャネル利用は、従来のＳＰ
Ｓ技法にとっての問題点である。ＳＰＳリソースのブロックの１つにおいてでも通信でき
ないことは、チャネル利用に悪影響を及ぼす。
【００２８】
　[0037]チャネル利用を許容可能なレベルに維持するために、従来のＳＰＳ技法は、送信
機が通信するのに利用可能なデータを有していない場合、送信機に、他のトラフィックの
トランスポートを可能にするために、ＳＰＳリソースのブロックを動的にリリースするこ
とを許可する。データが利用可能になると、送信機は、動的アクティブ化メッセージを送
り、ＳＰＳリソースのブロックの使用を再開し得る。従来の動的リリースおよび／または
動的アクティブ化技法は、上記で説明された従来の動的スケジューリング技法と同じ問題
点を有する。具体的には、従来の動的リリースおよび／または動的アクティブ化技法は、
それらが低レイテンシ要件または超高信頼性要件の一方または両方に違反するので、ＵＲ
ＬＬＣのために使用されることができない。例えば、ＳＰＳリソースのブロックの動的リ
リース後、従来の動的アクティブ化技法は、実用的なシナリオでは保証できないスケジュ
ーリング割当ての信頼性の高い１回限りの送信を必要とする。
【００２９】
　[0038]本明細書で説明される例は、ＳＰＳリソースのブロックのＴＴＩ毎リリースを使
用することによって、従来のＳＰＳ技法に伴う問題を克服する。ＴＴＩ毎リリースでは、
ＳＰＳリソースのブロックが、単一のＴＴＩの間リリースされる。ＳＰＳリソースのブロ
ックを介した通信は、別のＴＴＩ毎リリース信号が受信されない限り、次のＴＴＩにおい
て自動的に再開する。有益なことに、これら例は、ＳＰＳリソースのブロックをアクティ
ブ化するためにアクティブ化メッセージを送る必要性を排除し、ＵＲＬＬＣについての低
レイテンシおよび超高信頼性要件を満たす。
【００３０】
　[0039]本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにおいて、最初に説明
される。ワイヤレス通信システムは、ＳＰＳリソースのブロックのＴＴＩ毎リリースを利
用し得る。本開示の態様はさらに、低レイテンシ通信のためのセミパーシステントスケジ
ューリングに関する装置図、システム図、およびフローチャートによって例示され、それ
らを参照して説明される。
【００３１】
　[0040]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の例を例示
する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネット
ワーク１３０を含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ（ま
たはＬＴＥアドバンスト）ネットワーク、または新無線（ＮＲ）ネットワークであり得る
。いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システム１００は、拡張ブロードバンド通信、
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超高信頼性（すなわち、ミッションクリティカル）通信、低レイテンシ通信、および低コ
ストおよび低複雑度のデバイスを用いた通信をサポートし得る。基地局１０５、ＵＥ１１
５、または両方は、複数のＴＴＩにおいてＳＰＳリソースのブロックを構成し、特定のＴ
ＴＩにおいて通信するための優先データが不十分であるとき、ＴＴＩ単位でＳＰＳリソー
スのブロックをリリースするためのＴＴＩ毎リリースを利用し得る。
【００３２】
　[0041]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワイ
ヤレスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に
通信カバレッジを提供し得る。ワイヤレス通信システム１００において示される通信リン
ク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局
１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。制御情報およびデータ
は、様々な技法に従って、アップリンクチャネルまたはダウンリンク上で多重化され得る
。制御情報およびデータは、例えば、時分割多重化（ＴＤＭ）技法、周波数分割多重化（
ＦＤＭ）技法、またはハイブリッドＴＤＭ－ＦＤＭ技法を使用して、ダウンリンクチャネ
ル上で多重化され得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネルのＴＴＩの間に送信さ
れる制御情報は、カスケード方式で異なる制御領域間で（例えば、共通制御領域と、１つ
または複数のＵＥ固有制御領域との間で）分散され得る。
【００３３】
　[0042]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は、固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、モバイル局、加入者局
、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデ
バイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者
局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエ
ージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼
ばれ得る。ＵＥ１１５はまた、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレスノード、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコン
ピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、パーソナル電子デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、
モノのインターネット（ＩｏＴ）デバイス、全てのインターネット（ＩｏＥ）デバイス、
マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイス、電気器具、自動車、または同様のものであり得る
。
【００３４】
　[0043]いくつかのケースでは、ＵＥ１１５はまた、（例えば、ピアツーピア（Ｐ２Ｐ）
またはデバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）プロトコルを使用して）他のＵＥと直接通信する
ことも可能であり得る。Ｄ２Ｄ通信を利用するＵＥ１１５のグループのうちの１つまたは
複数は、セルのカバレッジエリア１１０内にあり得る。このようなグループにおける他の
ＵＥ１１５は、セルのカバレッジエリア１１０の外部にあり得るか、または他の理由で（
or otherwise）、基地局１０５からの送信を受信できないことがあり得る。いくつかのケ
ースでは、Ｄ２Ｄ通信を介して通信するＵＥ１１５の複数のグループは、各ＵＥ１１５が
グループにおけるその他全ての（every other）ＵＥ１１５に送信する、一対多（one-to-
many）（１：Ｍ）システムを利用し得る。いくつかのケースでは、基地局１０５は、Ｄ２
Ｄ通信のためのリソースのスケジューリングを容易にする。他のケースでは、Ｄ２Ｄ通信
は、基地局１０５に非依存で行われる。
【００３５】
　[0044]ＭＴＣまたはＩｏＴデバイスなどの、いくつかのＵＥ１１５は、低コストまたは
低複雑度のデバイスであり得、マシン間の自動化された通信、すなわち、マシンツーマシ
ン（Ｍ２Ｍ）通信を提供し得る。Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、デバイスが人間の介在なしに互
いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術を指し得る。例えば、Ｍ２
ＭまたはＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャするためにセンサまたはメータを一体化
し、プログラムまたはアプリケーションと対話する人間にその情報を提示するか、または
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その情報を利用し得るアプリケーションプログラムまたは中央サーバにその情報を中継す
るデバイスからの通信を指し得る。いくつかのＵＥ１１５は、情報を収集するか、または
機械の自動化された挙動を可能にするように設計され得る。ＭＴＣデバイスのためのアプ
リケーションの例は、スマートメータリング、在庫（inventory）モニタリング、水位モ
ニタリング、機器モニタリング、ヘルスケアモニタリング、野生生物モニタリング、天候
および地質学的イベントモニタリング、フリート（fleet）管理および追跡、リモートセ
キュリティ感知、物理アクセス制御、および取引ベースのビジネス課金（transaction-ba
sed business charging）を含む。
【００３６】
　[0045]いくつかのケースでは、ＭＴＣデバイスは、低減されたピークレートでの半二重
（一方向）通信を使用して動作し得る。ＭＴＣデバイスはまた、アクティブな通信に従事
していないときに、節電「ディープスリープ」モードに入るように構成され得る。いくつ
かのケースでは、ＭＴＣまたはＩｏＴデバイスは、ミッションクリティカル機能をサポー
トするように設計され得、ワイヤレス通信システムは、これらの機能のために超高信頼性
通信を提供するように構成され得る。
【００３７】
　[0046]基地局１０５は、コアネットワーク１３０と、および互いに通信し得る。例えば
、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１、等）を通じて、コアネッ
トワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、（例えば、コアネットワー
ク１３０を通じて）間接的にまたは直接的にのいずれかで、バックホールリンク１３４（
例えば、Ｘ２、等）を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信の
ために無線構成（configuration）およびスケジューリングを実行し得るか、または基地
局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は
、マクロセル、スモールセル、ホットスポット、または同様のものであり得る。基地局１
０５は、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５とも呼ばれ得る。
【００３８】
　[0047]基地局１０５は、コアネットワーク１３０にＳ１インターフェースによって接続
され得る。コアネットワークは、発展型パケットコア（ＥＰＣ）であり得、これは、少な
くとも１つのモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）、少なくとも１つのサービングゲー
トウェイ（Ｓ－ＧＷ）、および少なくとも１つのパケットデータネットワークゲートウェ
イ（Ｐ－ＧＷ）を含み得る。ＭＭＥは、ＵＥ１１５とＥＰＣの間のシグナリングを処理す
る制御ノードであり得る。全てのユーザインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、
Ｓ－ＧＷを通じて転送され得、これは、それ自体がＰ－ＧＷに接続され得る。Ｐ－ＧＷは
、ＩＰアドレス割振りならびに他の機能を提供し得る。Ｐ－ＧＷは、ネットワークオペレ
ータＩＰサービスに接続され得る。オペレータＩＰサービスは、インターネット、イント
ラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、およびパケット交換（ＰＳ）ス
トリーミングサービス（ＰＳＳ）を含み得る。
【００３９】
　[0048]コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス認可、追跡、ＩＰ接続性、お
よび他のアクセス、ルーティング、またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５－
ａなどのネットワークデバイスのうちの少なくともいくつかは、アクセスネットワークエ
ンティティ１０５－ｂなどのサブコンポーネントを含み得、これは、アクセスノードコン
トローラ（ＡＮＣ）の例であり得る。各アクセスネットワークエンティティ１０５－ｂは
、その各々がスマート無線ヘッド（smart radio head）または送信／受信ポイント（ＴＲ
Ｐ）の例であり得るいくつかの他のアクセスネットワーク送信エンティティ１０５－ｃを
通じて、いくつかのＵＥ１１５と通信し得る。いくつかの構成では、各アクセスネットワ
ークエンティティまたは基地局１０５の様々な機能は、様々なネットワークデバイス（例
えば、無線ヘッドおよびアクセスネットワークコントローラ）にわたって分散されるか、
または単一のネットワークデバイス（例えば、基地局１０５）に統合され得る。
【００４０】
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　[0049]いくつかのケースでは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は
、４ＧＨｚもの高さの周波数を使用し得るが、ワイヤレス通信システム１００は、７００
ＭＨｚから２６００ＭＨｚ（２．６ＧＨｚ）までの周波数帯域を使用して、極超短波（Ｕ
ＨＦ）周波数領域で動作し得る。この領域はまた、波長の長さがおよそ１デシメートル～
１メートルの範囲にあるので、デシメートル帯域としても知られ得る。ＵＨＦ波は、主に
見通し線によって伝搬し得、建物および環境特徴によって遮られる場合がある。しかしな
がら、波は、屋内に位置するＵＥ１１５にサービスを提供するのに十分に壁を透過し得る
。ＵＨＦ波の送信は、スペクトルの短波（ＨＦ）または超短波（ＶＨＦ）部分のより小さ
い周波数（およびより長い波）を使用する送信と比較して、より小さいアンテナおよびよ
り短いレンジ（例えば、１００ｋｍ未満）によって特徴付けられる。いくつかのケースで
は、ワイヤレス通信システム１００はまた、スペクトルのミリメートル波（ＥＨＦ：extr
emely high frequency）部分（例えば、３０ＧＨｚ～３００ＧＨｚ）を利用し得る。この
領域はまた、波長の長さがおよそ１ミリメートル～１センチメートルの範囲にあるので、
ミリ波帯域としても知られ得る。したがって、ＥＨＦアンテナは、ＵＨＦアンテナよりも
さらに小さく、より狭い間隔で配置され得る。いくつかのケースでは、これは、（例えば
、指向性ビームフォーミングのための）ＵＥ１１５内のアンテナアレイの使用を容易にし
得る。しかしながら、ＥＨＦ送信は、ＵＨＦ送信よりもさらに大きい大気減衰を受けるこ
とがあり、より短いレンジであり得る。
【００４１】
　[0050]したがって、ワイヤレス通信システム１００は、ＵＥ１１５と基地局１０５との
間のミリ波（ｍｍＷ）通信をサポートし得る。ｍｍＷまたはＥＨＦ帯域で動作するデバイ
スは、ビームフォーミングを可能にするために複数のアンテナを有し得る。すなわち、基
地局１０５は、ＵＥ１１５との指向性通信のためのビームフォーミング動作を実施するた
めに、複数のアンテナまたはアンテナアレイを使用し得る。ビームフォーミング（これは
、空間フィルタリングまたは指向性送信とも呼ばれ得る）は、ターゲット受信機（例えば
、ＵＥ１１５）の方向にアンテナビーム全体をステアリングするおよび／またはシェーピ
ングするために、送信機（例えば、基地局１０５）において使用され得る信号処理技法で
ある。これは、特定の角度における送信された信号が強め合う干渉を経験する一方で、他
のものが弱め合う干渉を経験するように、アンテナアレイにおける要素を組み合わせるこ
とによって達成され得る。
【００４２】
　[0051]ＬＴＥまたはＮＲにおける時間間隔は、基本時間単位（これは、Ｔｓ＝１／３０
，７２０，０００秒のサンプリング期間であり得る）の倍数で表され得る。時間リソース
は、１０ｍｓ（Ｔｆ＝３０７２００Ｔｓ）の長さの無線フレームに従って編成され得、こ
れは、０から１０２３までの範囲にわたるシステムフレーム番号（ＳＦＮ）によって識別
され得る。各フレームは、０から９までの番号を付けられた１０個の１ｍｓサブフレーム
を含み得る。サブフレームは、２つの０．５ｍｓスロットにさらに分割され得、その各々
は、（各シンボルの先頭に追加されたサイクリックプレフィックスの長さに依存して）６
つまたは７つの変調シンボル期間を含む。サイクリックプレフィックスを除いて、各シン
ボルは、２０４８個のサンプル期間を含む。いくつかのケースでは、サブフレームは、Ｔ
ＴＩとしても知られる最小のスケジューリング単位であり得る。他のケースでは、ＴＴＩ
は、サブフレームよりも短くなり得、または（例えば、ショートＴＴＩバーストにおいて
、またはショートＴＴＩを使用する選択されたコンポーネントキャリアにおいて）動的に
選択され得る。
【００４３】
　[0052]リソースエレメントは、１つのシンボル期間および１つのサブキャリア（例えば
、１５ＫＨｚ周波数レンジ）から構成され得る。リソースブロックは、周波数領域におけ
る１２個の連続したサブキャリアと、通常のサイクリックプレフィックスの場合、各ＯＦ
ＤＭシンボル中に、時間領域（１スロット）における７個の連続したＯＦＤＭシンボルと
を含み、すなわち、８４個のリソースエレメントを含み得る。他の例では、リソースエレ
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メントは、シンボル期間の一部分、または１つより多くのシンボル期間を含み得、および
１つまたは複数のサブキャリアを含み得る。いくつかの例では、リソースブロックは、１
２個より多くのまたは少ないサブキャリアを含み得、いくつかの例では、サブキャリアは
、連続する場合としない場合がある。各リソースエレメントによって搬送されるビット数
は、変調スキーム（各シンボル期間中に選択され得るシンボルの構成）に依存し得る。し
たがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、および、変調スキームが高度で
あるほど、データレートはより高くなり得る。
【００４４】
　[0053]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上の動作をサポー
トし得、この機能は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼
ばれ得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネル、等とも呼
ばれ得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル」
という用語は、本明細書で交換可能に使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲー
ションのために、複数のダウンリンクＣＣと、１つまたは複数のアップリンクＣＣとで構
成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコン
ポーネントキャリアとの両方で使用され得る。
【００４５】
　[0054]いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システム１００は、拡張コンポーネント
キャリア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、より広い帯域幅、より短いシンボル持続時
間、より短い送信時間間隔（ＴＴＩ）、および変更された制御チャネル構成を含む、１つ
または複数の特徴によって特徴付けられ得る。いくつかのケースでは、ｅＣＣは、（例え
ば、複数のサービングセルが準最適のまたは理想的でないバックホールリンクを有すると
き）デュアルコネクティビティ構成またはキャリアアグリゲーション構成に関連付けられ
得る。ｅＣＣはまた、（１つより多くのオペレータがスペクトルを使用することを許可さ
れている）共有スペクトルまたはアンライセンススペクトルにおける使用のために構成さ
れ得る。広い帯域幅によって特徴付けられるｅＣＣは、（例えば、電力を節約するために
）制限された帯域幅を使用することを好むか、または帯域幅全体をモニタすることが可能
でないＵＥ１１５によって利用され得る１つまたは複数のセグメントを含み得る。
【００４６】
　[0055]いくつかのケースでは、ｅＣＣは、他のＣＣとは異なるシンボル持続時間を利用
し得、これは、他のＣＣのシンボル持続時間と比較して、低減されたシンボル持続時間の
使用を含み得る。より短いシンボル持続時間は、増大されたサブキャリア間隔に関連付け
られ得る。ｅＣＣにおけるＴＴＩは、１つまたは複数のシンボルから構成され得る。いく
つかのケースでは、ＴＴＩ持続時間（すなわち、ＴＴＩにおけるシンボルの数）は、可変
であり得る。いくつかのケースでは、ｅＣＣは、他のＣＣとは異なるシンボル持続時間を
利用し得、これは、他のＣＣのシンボル持続時間と比較して、低減されたシンボル持続時
間の使用を含み得る。より短いシンボル持続時間は、増大されたサブキャリア間隔に関連
付けられる。ｅＣＣを利用する、ＵＥ１１５または基地局１０５などのデバイスは、低減
されたシンボル持続時間（例えば、１６．６７マイクロ秒）において広帯域信号（例えば
、２０、４０、６０、８０Ｍｈｚ、等）を送信し得る。ｅＣＣにおけるＴＴＩは、１つま
たは複数のシンボルから構成され得る。いくつかのケースでは、ＴＴＩ持続時間（すなわ
ち、ＴＴＩにおけるシンボルの数）は、可変であり得る。
【００４７】
　[0056]いくつかのケースでは、ワイヤレスシステム１００は、ライセンスおよびアンラ
イセンス無線周波数スペクトルバンドの両方を利用し得る。例えば、ワイヤレスシステム
１００は、５ＧＨｚ産業科学医療用（ＩＳＭ）バンドなどのアンライセンスバンドにおい
て、ＬＴＥライセンス補助アクセス（ＬＴＥ－ＬＡＡ）またはＬＴＥアンライセンス（Ｌ
ＴＥ　Ｕ）無線アクセス技術またはＮＲ技術を用い得る。アンライセンス無線周波数スペ
クトルバンドで動作するとき、基地局１０５およびＵＥ１１５などのワイヤレスデバイス
は、データを送信する前にチャネルがクリアであることを確実にするために、リッスンビ



(17) JP 2020-502940 A 2020.1.23

10

20

30

40

50

フォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-talk）プロシージャを用い得る。いくつかのケー
スでは、アンライセンスバンドにおける動作は、ライセンスバンドにおいて動作するコン
ポーネントキャリア（ＣＣ）と共に（in conjunction with）、キャリアアグリゲーショ
ン（ＣＡ）構成に基づき得る。アンライセンススペクトルにおける動作は、ダウンリンク
送信、アップリンク送信、または両方を含み得る。アンライセンススペクトルにおける複
信（duplexing）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）、時分割複信（ＴＤＤ）、または両方の
組合せに基づき得る。
【００４８】
　[0057]従来のＳＰＳ技法は、スケジュールするのに時間がかかり過ぎることがあり、お
よび／または、例えば、ＵＲＬＬＣのものなどの、厳しいパケット誤り率要件を満たすこ
とができない。従来のＳＰＳ技法では、送信機および受信機は、通信のためにＳＰＳリソ
ースのアップリンク、ダウンリンク、または両方のブロックを割り振りおよびリリースし
得、リリースは、暗黙的または明示的であり得る。暗黙的なリリースでは、送信されるべ
きデータがない場合、送信機は、ＳＰＳリソースのブロック上で、値ゼロ（例えば、ゼロ
媒体アクセス制御サービスデータユニット（ＭＡＣ　ＳＤＵ））を含むメッセージ（例え
ば、媒体アクセス制御パケットデータユニット（ＭＡＣ　ＰＤＵ））を送信し得る。受信
機は、ＳＰＳリソースのブロック上で、ゼロＭＡＣ　ＳＤＵをそれぞれ含むいくつかの連
続した新しいＭＡＣ　ＰＤＵを含むメッセージを受信した後、構成された（configured）
アップリンクグラントをクリアし得る。明示的なリリースでは、送信機は、ＳＰＳリソー
スのブロックのリリースを示すために、リリースメッセージ（例えば、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマット０、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）メッセージ、または同
様のもの）を送り得る。リリースメッセージを受信すると、受信機は、構成されたアップ
リンクグラントをクリアし得る。
【００４９】
　[0058]従来のＳＰＳ技法はまた、ＳＰＳリソースのリリースされたアップリンクおよび
ダウンリンクブロックのアクティブ化を許可し得る。後にリリースされることになる（th
at were subsequently released）、ＵＬ方向におけるＳＰＳリソースのブロックを（例
えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージングによって）前もって構成した後、送信
機は、ＵＬ方向におけるＳＰＳリソースのブロックをアクティブ化するために、ＳＰＳア
クティブ化メッセージ（例えば、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的識別子（Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ）についてのＤＣＩフォーマット０、ＵＣＩ、または同様のもの）を送り得る。受信機
は、ＳＰＳリソースのブロック上で送信することを開始するために、ＳＰＳアクティブ化
メッセージ中で提供されるグラントを使用し得る。ダウンリンク方向では、後にリリース
されることになる、ＤＬ方向におけるＳＰＳリソースのブロックを（例えば、ＲＲＣメッ
セージングによって）構成した後、送信機は、ＤＬ方向におけるＳＰＳリソースのブロッ
クをアクティブ化するために、ＳＰＳアクティブ化メッセージ（例えば、ＳＰＳ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩについてのＤＣＩフォーマット１／１Ａ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ、ＵＣＩ、または
同様のもの）を送り得る。受信機は、ＳＰＳアクティブ化メッセージを受信し、ＳＰＳリ
ソースのブロックを復号することを開始し得る。
【００５０】
　[0059]本明細書で説明される例は、従来の技法に伴う問題点を克服する、低レイテンシ
通信のためのＳＰＳのための技法を開示する。従来の技法は、スケジュールするのに時間
がかかり過ぎることがあり、および／または、例えば、ＵＲＬＬＣのものなどの、厳しい
パケット誤り率要件を満たすことができない。本明細書で説明される例は、ＳＰＳリソー
スのブロックのＴＴＩ毎リリースを使用することによって、従来のＳＰＳ技法に伴う問題
を克服する。有益なことに、ＳＰＳリソースのブロックを介した通信は、別のＴＴＩ毎リ
リース信号が受信されない限り、次のＴＴＩにおいて自動的に再開する。さらなる利点は
、次のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックを介して通信を再開するために、アクテ
ィブ化メッセージを送る必要がないことであり、したがって、これら例は、ＵＲＬＬＣに
ついての低レイテンシおよび超高信頼性要件を満たし得る。
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【００５１】
　[0060]図２は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのためのワイヤレス通信システム２０
０の例を例示する。ワイヤレス通信システム２００は、カバレッジエリア１１０－ａを有
する基地局１０５－ａと、カバレッジエリア１１０－ａ内の第１のＵＥ１１５－ａおよび
第２のＵＥ１１５－ｂとを含み得る。ＵＥ１１５－ａは、通信リンク１２５－ａを介して
基地局１０５－ａと通信し得、ＵＥ１１５－ｂは、通信リンク１２５－ｂを介して基地局
１０５－ａと通信し得る。基地局１０５－ａは、基地局１０５の例であり、ＵＥ１１５－
ａ、１１５－ｂは、図１のＵＥ１１５の例である。基地局１０５－ａ、第１のＵＥ１１５
－ａ、または第２のＵＥ１１５－ａなどのワイヤレス通信デバイスは、別のワイヤレス通
信デバイスとの通信のために、１つまたは複数のＴＴＩにおいてＳＰＳリソースの１つま
たは複数のブロックを構成し得る。いったん構成されると、ワイヤレス通信デバイスのい
ずれかが、単一のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックをリリースするために、ＴＴ
Ｉ毎リリースを利用し得る。以下でさらに詳細に説明されるように、通信は、別のＴＴＩ
毎リリース信号が受信されない限り、次のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックを使
用して即時に再開し得る。
【００５２】
　[0061]図３は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのためのプロセスフロー図３００の例
を例示する。この例では、図２の基地局１０５－ａおよびＵＥ１１５－ａは、優先トラフ
ィックの通信のために、ＳＰＳリソースのダウンリンクブロックを構成し得る。優先トラ
フィックは、例えば、ミッションクリティカルデータ、ＵＲＬＬＣデータ、または同様の
ものであり得る。
【００５３】
　[0062]動作３０５において、基地局１０５－ａは、複数のＴＴＩにおいてＳＰＳリソー
スのブロックを確立するために、ＵＥ１１５－ａと調整し得る。一例では、無線リソース
制御（ＲＲＣ）シグナリングが、優先トラフィックのダウンリンク送信のために、ＵＥ１
１５－ａ、基地局１０５－ａ、または両方によって使用され得る複数のＴＴＩにおいて、
ＳＰＳリソースのブロックを構成するために交換され得る。例えば、基地局１０５－ａは
、ＵＥ１１５－ａに優先トラフィックを通信するために、１つまたは複数のＴＴＩにおい
て、ダウンリンクデータチャネルにおけるＳＰＳリソースのブロックを割り振り得る。Ｓ
ＰＳリソースのブロックの確立中に、基地局１０５－ａは、開始ＴＴＩおよび終了ＴＴＩ
を含めて、どのＴＴＩにおいてＳＰＳリソースのブロックが割り振られているかを識別し
得る。ＳＰＳリソースのブロックは、ある時間期間の間、全てのＴＴＩにか（例えば、次
の１００ＴＴＩ）、ある時間期間の間、ＴＴＩ内で周期的にか（例えば、次の１００ＴＴ
Ｉの４つのＴＴＩごとに）、またはＴＴＩの選択されたグループ（例えば、ＴＴＩ＿１か
らＴＴＩ＿１００までの範囲にわたる複数のＴＴＩにおけるＴＴＩ＿１、ＴＴＩ＿３、Ｔ
ＴＩ＿３２、ＴＴＩ＿３６、ＴＴＩ＿５９）において割り当てられ得る。ＳＰＳリソース
のブロックは、１つまたは複数のリソースブロックであり得、また、リソースブロックの
一部分を含み得る。基地局１０５－ａはまた、各ＴＴＩにおいて、ＵＥ１１５－ａにＳＰ
Ｓリソースの複数のブロックを割り振り得、またはＴＴＩごとにＳＰＳリソースのいくつ
のブロックが割り振られるかを変え得る。
【００５４】
　[0063]ＳＰＳリソースのダウンリンクブロックを含むリソース構造の例が、以下で説明
される。図４は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのためのリソース構造４００の例を例
示する。複数のＴＴＩ４５０－ａ、４５０－ｂ、４５０－ｃ、および４５０－ｄが図示さ
れる。各ＴＴＩ４５０は、制御チャネル（Ｃ　ＣＨ）４０５およびデータチャネル（ＤＣ
Ｈ）４１０を含み得る。制御チャネル４０５の例は、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、または同様のものを含む。
データチャネル４１０の例は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、または同様のものを含む。この例では、基地局１
０５－ａは、複数のＴＴＩ４５０においてＳＰＳリソースのブロック４１５を確立するた
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めに、ＵＥ１１５－ａと調整し得る。ブロック４１５は、各ＴＴＩにおいて同じ時間およ
び周波数のリソースを利用し得るか、またはＴＴＩごとに時間および／または周波数にお
いて異なり得る。図示されるように、それぞれデータチャネル４１０－ａ、４１０－ｂ、
４１０－ｃ、および４１０－ｄ内のブロック４１５－ａ、４１５－ｂ、４１５－ｃ、およ
び４１５－ｄは、基地局１０５－ａからＵＥ１１５－ａへの優先トラフィックの送信のた
めに割り振られる。
【００５５】
　[0064]ブロック４１５が割り振られているときでさえも、基地局１０５－ａが送るべき
優先トラフィックを全く有していないか、または送るべき優先トラフィックの量が不十分
なＴＴＩ４５０が存在し得る。データチャネル４１０の効率的な利用のために、基地局１
０５－ａは、単一のＴＴＩのＳＰＳリソースのブロックをリリースするために、ＴＴＩ毎
リリース信号を送り得る。基地局１０５－ａは、より低い優先度のトラフィックなどの、
他のトラフィックをトランスポートするために、リリースされたブロックを使用し得る。
より低い優先度のトラフィックの例が、拡張モバイルブロードバンド（ｅＭＢＢ）データ
である。いくつかの例では、トラフィックフローが、トラフィックランキングを含むトラ
フィックプロファイルを有し得る。基地局１０５－ａは、送信に利用可能なデータを有す
る各利用可能なトラフィックフローについてのトラフィックプロファイルを取り出し（re
trieve）、リリースされたリソースブロックにおいて、最も高いトラフィックランキング
を有するトラフィックフローからのデータを送信し得る。図４は、リソース構造４００の
単一の例を単に示しているに過ぎず、基地局１０５－ａの観点から説明される。しかしな
がら、リソース構造４００の他の割振りおよびセットアップ（set-ups）が使用され得る
。さらに、ＵＥ１１５－ａはまた、基地局１０５－ａに関して本明細書で説明される技法
を実行し得る。
【００５６】
　[0065]図３に再び戻ると、動作３１０において、基地局１０５－ａは、送るのに利用可
能な優先トラフィックのレベルを決定し、それが次のＴＴＩのＳＰＳリソースのダウンリ
ンクブロック４１５において送るべき優先トラフィックが全くないこと、またはその不十
分なレベルを決定し得る。例えば、基地局１０５－ａは、送るのに利用可能な優先トラフ
ィックの量をしきい値と比較し、その量がしきい値を満たさない（例えば、しきい値未満
である）ことを決定し得る。
【００５７】
　[0066]動作３１５において、基地局１０５－ａは、特定のＴＴＩのダウンリンクブロッ
ク４１５がリリースされていることを示すために、ＴＴＩ毎のリリース信号を生成および
送り得る。基地局１０５－ａは、それが特定のＴＴＩにおけるブロック４１５において送
るべき優先トラフィックが全くないこと、または優先トラフィックが不十分であることを
決定し得、排他的な優先トラフィックの使用からブロック４１５をリリースするために、
ＴＴＩ毎リリース信号を通信し得る。例えば、図４を参照すると、基地局１０５－ａは、
それがＴＴＩ４５０－ｃにおいて送るべき十分な優先トラフィックがないことを決定し得
る。この決定に少なくとも部分的に基づいて、基地局１０５－ａは、ブロック４１５－ｃ
を、優先トラフィックのためにリザーブされていることからリリースするために、ＴＴＩ
４５０－ｃの制御チャネル４０５－ｃにおいてＴＴＩ毎リリース信号Ｒ４２０を通信し得
る。一例では、ＴＴＩ毎リリース信号Ｒ４２０は、ブロック４１５－ｃが優先トラフィッ
クをトランスポートすることからリリースされていることを示すための、制御チャネル４
０５－ｃ内に含まれる単一のビットであり得る。ＴＴＩ毎リリース信号Ｒ４２０は、リリ
ースされることになるブロック４１５－ｃを含むデータチャネル４１０－ｃの直前の制御
チャネル４０５－ｃにおいて送られる。基地局１０５－ａは、ブロック４１５－ｃにおい
て優先トラフィックを送信することを控え得る。
【００５８】
　[0067]ダウンリンクブロック４１５－ｃが未使用になることを許可するのではなく、基
地局１０５－ａは、ブロック４１５－ｃにおいてより低い優先度の（ＬＰ：lower priori



(20) JP 2020-502940 A 2020.1.23

10

20

30

40

50

ty）トラフィックを送り得る。基地局１０５－ａは、どのＵＥがブロック４１５－ｃを復
号すべきかを示すために、制御チャネル４０５－ｃに制御データを含め得、したがって、
ＬＰトラフィックは、ＵＥ１１５－ａまたは異なるＵＥ（例えば、１１５－ｂ）に送られ
得る。図３を再び参照すると、図３の動作３２０、３２５－ａ、および３３０は、ＵＥ１
１５－ｂがブロック４１５－ｃを復号すべきであることを示す、制御チャネル４０５－ｃ
における制御データに対応し、動作３２５－ｂおよび３３５は、ＵＥ１１５－ａがブロッ
ク４１５－ｃを復号すべきであることを示す、制御チャネル４０５－ｃにおける制御デー
タに対応する。動作３２０、３２５－ａ、３２５－ｂ、３３０、および３３５は、ＵＥ１
１５－ａが対応する動作を実行するかどうかはオプションであるので、破線で示される。
動作３２０、３２５－ａ、および３３０は、それらが共に実行され得ることを示す第１の
タイプの破線で示される。動作３２５－ｂおよび３３５は、それらが共に実行され得るこ
とを示す第２のタイプの破線で示される。
【００５９】
　[0068]動作３１５において開始し、ＵＥ１１５－ａは、制御チャネル４０５－ｃにおい
てＴＴＩ毎リリース信号Ｒ４２０および制御データを受信し得、動作３２０において、ブ
ロック４１５－ｃが異なるＵＥ宛てのＬＰトラフィックを搬送することを決定するために
、受信された制御データを処理し得る。この時、ＵＥ１１５－ａは、オプションとして低
電力状態に入り得る。低電力状態では、ＵＥ１１５－ａは、ＴＴＩ４５０－ｃのダウンリ
ンクデータチャネル４１０－ｃの少なくとも一部分の間、デコーダ、受信機、ハードウェ
ア、回路、これらの任意の組合せ、または同様のものを、部分的にまたは完全にパワーダ
ウンし得る。動作３２５－ａにおいて、基地局１０５－ａは、例えば、ｅＭＢＢトラフィ
ックなどの、より低い優先度の（ＬＰ）トラフィックを送り得る。この例では、ＬＰトラ
フィックは、ＬＰトラフィックを受信および復号するＵＥ１１５－ｂ宛てであり得る。動
作３３０において、ＵＥ１１５－ａは、低電力状態を抜け得る。抜けることは、ＴＴＩ４
５０－ｃの持続時間の終了においてか、ダウンリンクデータチャネル４１０－ｃの持続時
間の終了においてか、または他の好適な時点において行われ得る。
【００６０】
　[0069]他の例では、ＵＥ１１５－ａは、低電力状態に入ることおよび抜けることをスキ
ップし得る。一事例では、ＵＥ１１５－ａは、たとえブロック４１５が、ＵＥ１１５－ａ
のための優先トラフィックを含んでいなかったとしても、ＴＴＩ毎リリース信号Ｒ４２０
を受信することに失敗して、ブロック４１５を復号する場合がある。そうすることは、Ｕ
ＲＬＬＣの低レイテンシおよび超高信頼性の制約に違反しないので、許容可能である。復
号後、ＵＥ１１５－ａは、ブロック４１５が、それが単に破棄し得るより低い優先度のト
ラフィックを含むことを決定し得る。
【００６１】
　[0070]図３の動作３２５－ｂおよび３３０を参照すると、ＵＥ１１５－ａは、制御チャ
ネル４０５－ｃにおける制御データを処理し、ブロック４１５－ｃがＵＥ１１５－ａ宛て
のＬＰトラフィックを搬送することを決定し得る。動作３３５において、ＵＥ１１５－ａ
は、ブロック４１５－ｃ内で送られたＬＰトラフィックを受信および復号し得る。
【００６２】
　[0071]動作３４０において、基地局１０５－ａは、送るのに利用可能な優先トラフィッ
クのレベルが、次のＴＴＩ（例えば、ＴＴＩ４５０－ｄ）についてしきい値を満たすこと
を決定し得る。動作３４５において、基地局１０５－ａは、ブロック４１５内でＵＥ１１
５－ａに優先トラフィックを送信し得る。例えば、図４を参照すると、基地局１０５－ａ
は、ブロック４１５－ｄ内でＵＥ１１５－ａに優先トラフィックを送信し得る。ＴＴＩ毎
リリース信号Ｒ４２０は、単一のＴＴＩについてのみ（例えば、ＴＴＩ４５０－ｃについ
てのみ）ブロック４１５をリリースするので、基地局１０５－ａは、有益なことに、ＵＥ
１１５－ａに、次のＴＴＩ４５０においてブロック４１５（例えば、ＴＴＩ４５０－ｄの
ブロック４１５－ｄ）を復号するように命令するために、いかなるアクティブ化メッセー
ジまたは他の制御データも送る必要がない。むしろ、複数のＴＴＩにおいてＳＰＳリソー
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スのブロック４１５を確立するときのデフォルトの命令は、ＴＴＩ毎リリース信号Ｒ４２
０がそのＴＴＩ４５０の制御チャネル４０５において受信されない限り、ＵＥ１１５－ａ
は、各ＴＴＩ４５０におけるブロック４１５を復号すべきであるということである。
【００６３】
　[0072]動作３５０において、ＵＥ１１５－ａは、ＴＴＩ毎リリース信号をモニタし、制
御チャネル４０５－ｄがＴＴＩ毎リリース信号を含んでいないことを決定し、ＴＴＩ４５
０－ｄ内のＳＰＳリソースのブロック４１５－ｄを受信および復号することに進み得る。
【００６４】
　[0073]図３に図示される動作は、同じまたは異なる順序において、１回または複数回繰
り返し得る。基地局１０５－ａが、優先トラフィックの量がしきい値を満たさないことを
決定するＴＴＩについては、基地局１０５－ａおよびＵＥ１１５－ａは、動作３１０、３
１５、およびオプションとして動作３２０、３２５－ａ、３２５－ｂ、３３０、および３
３５を実行し得る。したがって、基地局１０５－ａは、新しいまたは十分な量の優先デー
タが、ＵＥ１１５－ａへの送信のために到来するまで、各ＴＴＩ４５０の制御チャネル４
１０においてＴＴＩ毎リリース信号を送ることによって、ＳＰＳリソースのブロック４１
５をリリースするようにＵＥ１１５－ａに繰り返し通知し得る。基地局１０５－ａが、優
先トラフィックの量がしきい値を満たすことを決定するＴＴＩについては、基地局１０５
－ａおよびＵＥ１１５－ａは、動作３４０、３４５、および３５０を実行し得る。
【００６５】
　[0074]図５～図６でさらに説明されるように、ＵＥ１１５－ａは、ＳＰＳリソースのア
ップリンクブロックをリリースするために、ＴＴＩ毎のリリース信号を同様に使用し得る
。図５は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのためのプロセスフローチャート５００の例
を例示する。動作５０５において、ＵＥ１１５－ａは、ＳＰＳリソースのダウンリンクブ
ロックを確立するための上記で説明された動作３０５と同様に、複数のＴＴＩにおいてＳ
ＰＳリソースのアップリンクブロックを確立するために、基地局１０５－ａと調整し得る
。
【００６６】
　[0075]ＳＰＳリソースのアップリンクブロックを含むリソース構造の例が、以下で説明
される。図６は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのためのリソース構造６００の例を例
示する。複数のＴＴＩ６５０－ａ、６５０－ｂ、６５０－ｃ、および６５０－ｄが図示さ
れる。各ＴＴＩ６５０は、制御チャネル（Ｃ　ＣＨ）６０５およびデータチャネル（ＤＣ
Ｈ）６１０を含み得る。制御チャネル６０５は、図４の制御チャネル４０５の例であり、
データチャネル６１０は、図４のデータチャネル４１０の例である。図示されるように、
それぞれデータチャネル６１０－ａ、６１０－ｂ、６１０－ｃ、６１０－ｄ、および６１
０－ｅ内のブロック６１５－ａ、６１５－ｂ、６１５－ｃ、６１５－ｄ、および６１５－
ｅは、ＵＥ１１５－ａから基地局１０５－ａへの優先トラフィックの送信のために割り振
られる。
【００６７】
　[0076]たとえＳＰＳリソースのアップリンクブロック６０５が割り振られていたとして
も、ＵＥ１１５－ａが送るべき優先トラフィックを全く有していないＴＴＩ６５０が存在
し得る。データチャネル６１０の効率的な利用のために、ＵＥ１１５－ａは、次のＴＴＩ
におけるアップリンクブロックをリリースするために、現在のＴＴＩのデータチャネルに
おいてＴＴＩ毎リリース信号を送り得る。図６は、リソース構造６００の単一の例を単に
示しているに過ぎず、ＵＥ１１５－ａの観点から説明される。しかしながら、リソース構
造６００の他の割振りおよびセットアップが使用され得る。さらに、基地局１０５－ａは
、ＵＥ１１５－ａに関して本明細書で説明される技法を実行し得る。
【００６８】
　[0077]図５に再び参照すると、図３の動作５１０において、ＵＥ１１５－ａは、送るの
に利用可能な優先トラフィックのレベルを決定し、それが次のＴＴＩにおけるＳＰＳリソ
ースのアップリンクブロック６１５において送るべき優先トラフィックが全くないこと、
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またはその不十分なレベルを決定し得る。例えば、ＵＥ１１５－ａは、送るのに利用可能
な優先トラフィックの量をしきい値と比較し、その量がしきい値を満たさない（例えば、
しきい値未満である）ことを決定し得る。しきい値は、動作３１０および３４０において
基地局１０５－ａによって使用されるものと同じであり得るか、または異なり得る。
【００６９】
　[0078]動作５１５において、ＵＥ１１５－ａは、次のＴＴＩのブロック６１５をリリー
スするために、現在のＴＴＩのデータチャネル６１０においてＴＴＩ毎リリース信号を生
成および送り得る。ＴＴＩ毎リリース信号は、排他的な優先トラフィックの使用からブロ
ック６１５をリリースし得る。ＵＥ１１５－ａは、優先トラフィックのためにリザーブさ
れていることからリリースさていれるブロック６１５を含む次のＴＴＩ６５０の直前のＴ
ＴＩ６５０のデータチャネル６１０において、ＴＴＩ毎リリース信号６２０を通信し得る
。一例では、図６を参照すると、ＵＥ１１５－ａは、ＴＴＩ６５０－ｃのデータチャネル
６１０－ｃにおけるブロック６１５－ｃがリリースされていることを示すために、ＴＴＩ
６５０－ｂのデータチャネル６１０－ｂ内でＴＴＩ毎リリース信号６２０－ａ（網掛けさ
れた垂直の線として示される）を送り得る。上記のように、ＴＴＩ毎リリース信号６２０
－ａは、単一のビット（例えば、「１」がリリースを示す）であり得る。ＵＥ１１５－ａ
は、ブロック６１５－ｃにおいて優先トラフィックを送信することを控え得る。
【００７０】
　[0079]ブロック６１５－ｃが未使用になることを許可するのではなく、基地局１０５－
ａは、ブロック６１５－ｃにおいてより低い優先度の（ＬＰ）トラフィックを送り得る。
基地局１０５－ａは、どのＵＥがブロック６１５－ｃを復号すべきかを示すために、制御
チャネル６０５－ｃに制御データを含め得、したがって、ＬＰトラフィックは、ＵＥ１１
５－ａまたは異なるＵＥ（例えば、１１５－ｂ）に送られ得る。図５を再び参照すると、
動作５２０、５２５－ａ、および５３０は、ＵＥ１１５－ｂがブロック６１５－ｃを復号
すべきであることを示す、制御チャネル６０５－ｃにおける制御データに対応し、動作５
２５－ｂおよび５３５は、ＵＥ１１５－ａがブロック５１５－ｃを復号すべきであること
を示す、制御チャネル６０５－ｃにおける制御データに対応する。動作５２０、５２５－
ａ、５２５－ｂ、６３０、および５３５は、ＵＥ１１５－ａが対応する動作を実行するか
どうかはオプションであるので、破線で示される。動作５２０、５２５－ａ、および５３
０は、それらが共に実行され得ることを示す第１のタイプの破線で示される。動作５２５
－ｂおよび５３５は、それらが共に実行され得ることを示す第２のタイプの破線で示され
る。
【００７１】
　[0080]動作５１５において開始し、ＵＥ１１５－ａは、ＴＴＩ毎リリース信号６２０を
送り得、制御チャネル６０５－ｃにおける制御データを処理し得る。ＵＥ１１５－ａは、
動作５２０において、ブロック６１５－ｃが異なるＵＥ宛てのＬＰトラフィックを搬送す
ることを決定し、オプションとして低電力状態に入り得る。低電力状態では、ＵＥ１１５
－ａは、ＴＴＩ６５０－ｃのアップリンクデータチャネル６１０－ｃの少なくとも一部分
の間、デコーダ、受信機、ハードウェア、回路、これらの任意の組合せ、または同様のも
のを、部分的にまたは完全にパワーダウンし得る。
【００７２】
　[0081]動作５２５－ａにおいて、基地局１０５－ａは、リリースされたＳＰＳリソース
のアップリンクブロック中に、ＵＥ１１５－ｂにより低い優先度のトラフィックを送信し
得る。この例では、ＬＰトラフィックは、ＬＰトラフィックを受信および復号するＵＥ１
１５－ｂ宛てであり得る。動作５３０において、ＵＥ１１５－ａは、低電力状態を抜け得
る。他の例では、ＵＥ１１５－ａは、上記で説明されたのと同様の方法で、低電力状態に
入ることおよび抜けることをスキップし得る。
【００７３】
　[0082]他の例では、ＵＥ１１５－ａは、制御チャネル６０５－ｃにおける制御データを
処理し、ブロック６１５－ｃがＵＥ１１５－ａ宛てのＬＰトラフィックを搬送することを
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決定し得る。動作５３５において、ＵＥ１１５－ａは、ブロック６１５－ｃ内で送られた
ＬＰトラフィックを受信および復号し得る。
【００７４】
　[0083]動作５４０において、ＵＥ１１５－ａは、次のＴＴＩにおいて送るのに利用可能
な優先トラフィックのレベルが、しきい値を満たすことを決定し得る。動作５４５におい
て、ＵＥ１１５－ａは、次のＴＴＩ６５０において基地局１０５－ａに優先トラフィック
を送信し得る。例えば、図６を参照すると、ＵＥ１１５－ａは、しきい値が満たされてい
ることにより、データチャネル６１０－ｄにおいてＴＴＩ毎リリースメッセージを送るこ
とを控え、次のＴＴＩのＳＰＳリソースのアップリンクブロック６１５－ｅにおいて優先
トラフィックを送信し得る。動作５５０において、基地局１０５は、ＴＴＩ毎リリース信
号をモニタし、ＴＴＩ毎リリース信号が受信されなかったことを決定し、優先トラフィッ
クを受信および復号し得る。
【００７５】
　[0084]図５に図示される動作は、同じまたは異なる順序において、１回または複数回繰
り返し得る。ＵＥ１１５－ａが、優先トラフィックの量がしきい値を満たさないことを決
定するＴＴＩについては、ＵＥ１１５－ａおよび基地局１０５－ａは、動作５１０、５１
５、およびオプションとして動作５２０、５２５－ａ、５２５－ｂ、５３０、および５３
５を実行し得る。いくつかの事例では、ＵＥ１１５－ａは、新しい優先データが、基地局
１０５－ａへの送信のために到来するまで、各ＴＴＩ６５０のアップリンクデータチャネ
ル６１０においてＴＴＩ毎リリース信号を送ることによって、ＳＰＳリソースのブロック
６１５をリリースするように基地局１０５－ａに繰り返し通知し得る。ＵＥ１１５－ａが
、優先トラフィックの量がしきい値を満たすことを決定するＴＴＩについては、ＵＥ１１
５－ａおよび基地局１０５－ａは、動作５４０、５４５、および５５０を実行し得る。
【００７６】
　[0085]有益なことに、ＳＰＳリソースのダウンリンクおよび／またはアップリンクブロ
ックのＴＴＩ毎リリースは、ＵＲＬＬＣなどについての、厳しいレイテンシおよび信頼性
要件を満たすために使用され得る。さらなる利点は、通信がリリース後の次のＴＴＩで即
時に再開し、したがって、ＳＰＳ割り当てがされたリソースブロック（SPS assigned res
ource blocks）を介して優先トラフィックの通信を再開するために、アクティブ化メッセ
ージを送る必要性を除去するということである。
【００７７】
　[0086]図７は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするワイヤレスデバイス７０５のブロック図７００を示す。ワイヤレスデバイス７０５
は、図１を参照して説明されたような、ユーザ機器（ＵＥ）１１５または基地局１０５の
態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス７０５は、受信機７１０、通信マネージャ７１
５、および送信機７２０を含み得る。ワイヤレスデバイス７０５はまた、プロセッサを含
み得る。これらのコンポーネントの各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）
互いと通信状態にあり得る。
【００７８】
　[0087]受信機７１０は、様々な情報チャネル（例えば、低レイテンシ通信のためのＳＰ
Ｓに関連する情報、データチャネル、および制御チャネル、等）に関連付けられた制御情
報、ユーザデータ、またはパケットなどの情報を受信し得る。情報は、デバイスの他のコ
ンポーネントへと渡され（passed）得る。受信機７１０は、図１０を参照して説明される
トランシーバ１０３５の態様の例であり得る。
【００７９】
　[0088]通信マネージャ７１５は、図１０を参照して説明される通信マネージャ１０１５
の態様の例であり得る。通信マネージャ７１５および／またはその様々なサブコンポーネ
ントのうちの少なくともいくつかは、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。プ
ロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、通信マネージャ
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７１５および／またはその様々なサブコンポーネントのうちの少なくともいくつかの機能
は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマ
ブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリ
ートハードウェアコンポーネント、あるいは本開示で説明される機能を実行するように設
計されたこれらの任意の組合せによって実行され得る。通信マネージャ７１５および／ま
たはその様々なサブコンポーネントのうちの少なくともいくつかは、様々な位置に物理的
に位置し得、機能の部分が、１つまたは複数の物理的デバイスによって異なる物理的なロ
ケーションにおいてインプリメントされるように分散されていることを含む。いくつかの
例では、通信マネージャ７１５および／またはその様々なサブコンポーネントのうちの少
なくともいくつかは、本開示の様々な態様による、別個のおよび異なるコンポーネントで
あり得る。他の例では、通信マネージャ７１５および／またはその様々なサブコンポーネ
ントのうちの少なくともいくつか、本開示の様々な態様に従って、それに限定されるもの
ではないが、受信機、送信機、トランシーバ、本開示で説明される１つまたは複数の他の
コンポーネント、またはこれらの組合せを含む、１つまたは複数の他のハードウェアコン
ポーネントと組み合わされ得る。
【００８０】
　[0089]通信マネージャ７１５は、優先トラフィックの送信のために、ＴＴＩのセットの
各ＴＴＩ（each of a set of TTIs）においてＳＰＳリソースのブロックを確立し、ＴＴ
Ｉのセットの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィ
ックしきい値を下回ることを決定し得る。
【００８１】
　[0090]送信機７２０は、デバイスの他のコンポーネントによって生成される信号を送信
し得る。いくつかの例では、送信機７２０は、トランシーバモジュールにおいて受信機７
１０とコロケート（collocated）され得る。例えば、送信機７２０は、図１０を参照して
説明されるトランシーバ１０３５の態様の例であり得る。送信機７２０は、単一のアンテ
ナを含み得るか、またはそれは、アンテナのセットを含み得る。
【００８２】
　[0091]送信機７２０は、第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラ
フィックのためにリザーブされていることからリリースされることを示すために、ＴＴＩ
毎リリース信号を送信し、第１のＴＴＩの間に優先トラフィックを送信することを控え、
第１のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロック上で、より低い優先度のトラフィックを
送信し得る。いくつかのケースでは、優先トラフィックは、アップリンク優先トラフィッ
クである。送信機７２０は、後続のＴＴＩにおけるＳＰＳリソースのブロックにおいて優
先トラフィックを送信し得る。いくつかのケースでは、ＴＴＩ毎リリース信号を送信する
ことは、第１のＴＴＩにおいて、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することを含み、ここで、
ワイヤレスノードは、基地局であり、優先トラフィックは、ダウンリンク優先トラフィッ
クである。いくつかのケースでは、ＴＴＩ毎リリース信号は、単一のビットである。いく
つかのケースでは、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、第１のＴＴＩに先行する、
ＴＴＩのセットの第２のＴＴＩにおいて、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することを含む。
いくつかのケースでは、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、第１のＴＴＩの制御チ
ャネルにおいて、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することを含む。いくつかのケースでは、
ＴＴＩ毎リリース信号を送信することは、ＴＴＩのセットのうちの先行するＴＴＩのデー
タチャネルにおいて、ＴＴＩ毎リリース信号を送信することを含み、ここで、先行するＴ
ＴＩは、第１のＴＴＩの直前に生じる。
【００８３】
　[0092]図８は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トするワイヤレスデバイス８０５のブロック図８００を示す。ワイヤレスデバイス８０５
は、図１および図７を参照して説明されたような、ワイヤレスデバイス７０５またはＵＥ
１１５または基地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス８０５は、受信機
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８１０、通信マネージャ８１５、および送信機８２０を含み得る。ワイヤレスデバイス８
０５はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、（例えば、１つ
または複数のバスを介して）互いと通信状態にあり得る。
【００８４】
　[0093]受信機８１０は、様々な情報チャネル（例えば、低レイテンシ通信のためのＳＰ
Ｓに関連する情報、データチャネル、および制御チャネル、等）に関連付けられた制御情
報、ユーザデータ、またはパケットなどの情報を受信し得る。情報は、デバイスの他のコ
ンポーネントへと渡され得る。受信機８１０は、図１０を参照して説明されるトランシー
バ１０３５の態様の例であり得る。
【００８５】
　[0094]通信マネージャ８１５は、図１０を参照して説明される通信マネージャ１０１５
の態様の例であり得る。通信マネージャ８１５はまた、ＳＰＳブロック確立器（establis
her）８２５およびトラフィックレベル決定器（determiner）８３０を含み得る。
【００８６】
　[0095]ＳＰＳブロック確立器８２５は、優先トラフィックの送信のために、ＴＴＩのセ
ットの各ＴＴＩにおいてＳＰＳリソースのブロックを確立し得る。
【００８７】
　[0096]トラフィックレベル決定器８３０は、ＴＴＩのセットの第１のＴＴＩの間に送信
すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定し、
優先トラフィックが、ＴＴＩのセットのうちの後続のＴＴＩにおける送信のために利用可
能であることを決定し得、後続のＴＴＩは、第１のＴＴＩの直後に生じる。
【００８８】
　[0097]送信機８２０は、デバイスの他のコンポーネントによって生成される信号を送信
し得る。いくつかの例では、送信機８２０は、トランシーバモジュールにおいて受信機８
１０とコロケートされ得る。例えば、送信機８２０は、図１０を参照して説明されるトラ
ンシーバ１０３５の態様の例であり得る。送信機８２０は、単一のアンテナを含み得るか
、またはそれは、アンテナのセットを含み得る。
【００８９】
　[0098]図９は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポー
トする通信マネージャ９１５のブロック図９００を示す。通信マネージャ９１５は、図７
、図８、および図１０を参照して説明される通信マネージャ７１５、通信マネージャ８１
５、または通信マネージャ１０１５の態様の例であり得る。通信マネージャ９１５は、Ｓ
ＰＳブロック確立器９２０、トラフィックレベル決定器９２５、およびリリーサーコンポ
ーネント（releaser component）９３０を含み得る。これらのモジュールの各々は、（例
えば、１つまたは複数のバスを介して）互いと直接的にまたは間接的に通信し得る。
【００９０】
　[0099]ＳＰＳブロック確立器９２０は、優先トラフィックの送信のために、ＴＴＩのセ
ットの各ＴＴＩにおいてＳＰＳリソースのブロックを確立し得る。いくつかのケースでは
、ＴＴＩのセットの各ＴＴＩは、データチャネルに時間的に先行する制御チャネルを含む
。
【００９１】
　[0100]トラフィックレベル決定器９２５は、ＴＴＩのセットの第１のＴＴＩの間に送信
すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィックしきい値を下回ることを決定し、
優先トラフィックが、ＴＴＩのセットのうちの後続のＴＴＩにおける送信のために利用可
能であることを決定し得、後続のＴＴＩは、第１のＴＴＩの直後に生じる。
【００９２】
　[0101]リリーサーコンポーネント９３０は、送信機に、第１のＴＴＩの少なくとも一部
分の間に、低電力状態に入るように命令し得る。
【００９３】
　[0102]図１０は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポ
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ートするデバイス１００５を含むシステム１０００の図を示す。デバイス１００５は、例
えば、図１、図７および図８を参照して、上記で説明されたような、ワイヤレスデバイス
７０５、ワイヤレスデバイス８０５、またはＵＥ１１５のコンポーネントを含むか、また
はその例であり得る。デバイス１００５は、ＵＥ通信マネージャ１０１５、プロセッサ１
０２０、メモリ１０２５、ソフトウェア１０３０、トランシーバ１０３５、アンテナ１０
４０、およびＩ／Ｏコントローラ１０４５を含む、通信を送信および受信するためのコン
ポーネントを含む双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。これ
らのコンポーネントは、１つまたは複数のバス（例えば、バス１０１０）を介して電子通
信状態にあり得る。デバイス１００５は、１つまたは複数の基地局１０５とワイヤレスに
通信し得る。
【００９４】
　[0103]プロセッサ１０２０は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、汎用
プロセッサ、ＤＳＰ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、
ＦＰＧＡ、プログラマブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ
ロジックコンポーネント、ディスクリートハードウェアコンポーネント、またはこれらの
任意の組合せ）を含み得る。いくつかのケースでは、プロセッサ１０２０は、メモリコン
トローラを使用してメモリアレイを動作させるように構成され得る。他のケースでは、メ
モリコントローラは、プロセッサ１０２０に一体化され得る。プロセッサ１０２０は、様
々な機能（例えば、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポートする機能またはタスク）
を実行するために、メモリに記憶されたコンピュータ可読命令を実行するように構成され
得る。
【００９５】
　[0104]メモリ１０２５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１０２５は、実行されると、プロセッサに、本明細書で説明
される様々な機能を実行させる命令を含むコンピュータ可読で、コンピュータ実行可能な
ソフトウェア１０３０を記憶し得る。いくつかのケースでは、メモリ１０２５は、特に、
周辺コンポーネントまたはデバイスとの相互作用のような基本ハードウェアおよび／また
はソフトウェア動作を制御し得る基本入出力システム（ＢＩＯＳ）を含み得る。
【００９６】
　[0105]ソフトウェア１０３０は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポートするため
のコードを含む、本開示の態様をインプリメントするためのコードを含み得る。ソフトウ
ェア１０３０は、システムメモリまたは他のメモリなどの、非一時的なコンピュータ可読
媒体に記憶され得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア１０３０は、プロセッサによ
って直接的に実行可能でない場合があるが、（例えば、コンパイルされ、実行されると）
コンピュータに、本明細書で説明される機能を実行させ得る。
【００９７】
　[0106]トランシーバ１０３５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテナ
、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。例えば、
トランシーバ１０３５は、ワイヤレストランシーバを表し得、別のワイヤレストランシー
バと双方向に通信し得る。トランシーバ１０３５はまた、パケットを変調して、変調され
たパケットを送信のためにアンテナに提供することと、アンテナから受信されたパケット
を復調することとを行うためのモデムを含み得る。
【００９８】
　[0107]いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ１０４０を含み
得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、１つより多くのアンテナ１０
４０を有し得、それらは、複数のワイヤレス送信を同時並行に（concurrently）送信また
は受信することが可能であり得る。
【００９９】
　[0108]Ｉ／Ｏコントローラ１０４５は、デバイス１００５のための入力および出力信号
を管理し得る。Ｉ／Ｏコントローラ１０４５はまた、デバイス１００５に一体化されてい
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ない周辺機器を管理し得る。いくつかのケースでは、Ｉ／Ｏコントローラ１０４５は、外
部周辺機器への物理的接続またはポートを表し得る。いくつかのケースでは、Ｉ／Ｏコン
トローラ１０４５は、ｉＯＳ（登録商標）、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）、ＭＳ－ＤＯＳ
（登録商標）、ＭＳ－ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）、ＯＳ／２（登録商標）、ＵＮＩＸ（
登録商標）、ＬＩＮＵＸ（登録商標）、または別の知られているオペレーティングシステ
ムなどのオペレーティングシステムを利用し得る。
【０１００】
　[0109]図１１は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポ
ートするデバイス１１０５を含むシステム１１００の図を示す。デバイス１１０５は、例
えば、図１、図８および図９を参照して、上記で説明されたような、ワイヤレスデバイス
８０５、ワイヤレスデバイス９０５、または基地局１０５のコンポーネントを含むか、ま
たはその例であり得る。デバイス１１０５は、基地局通信マネージャ１１１５、プロセッ
サ１１２０、メモリ１１２５、ソフトウェア１１３０、トランシーバ１１３５、アンテナ
１１４０、ネットワーク通信マネージャ１１４５、および基地局調整マネージャ１１５０
を含む、通信を送信および受信するためのコンポーネントを含む双方向音声およびデータ
通信のためのコンポーネントを含み得る。これらのコンポーネントは、１つまたは複数の
バス（例えば、バス１１１０）を介して電子通信状態にあり得る。デバイス１１０５は、
１つまたは複数のＵＥ１１５とワイヤレスに通信し得る。
【０１０１】
　[0110]基地局通信マネージャ１１１５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の
基地局１０５と連携してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジ
ューラを含み得る。例えば、基地局通信マネージャ１１１５は、ビームフォーミングまた
はジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のために、ＵＥ１１５への送信についてのス
ケジューリングを調整し得る。いくつかの例では、基地局通信マネージャ１１１５は、基
地局１０５間の通信を提供するために、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴ
Ｅ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを提供し得る。
【０１０２】
　[0111]プロセッサ１１２０は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、汎用
プロセッサ、ＤＳＰ、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、プログラマ
ブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジックコンポーネン
ト、ディスクリートハードウェアコンポーネント、またはこれらの任意の組合せ）を含み
得る。いくつかのケースでは、プロセッサ１１２０は、メモリコントローラを使用してメ
モリアレイを動作させるように構成され得る。他のケースでは、メモリコントローラは、
プロセッサ１１２０に一体化され得る。プロセッサ１１２０は、様々な機能（例えば、低
レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポートする機能またはタスク）を実行するために、メ
モリに記憶されたコンピュータ可読命令を実行するように構成され得る。
【０１０３】
　[0112]メモリ１１２５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１１２５は、実行さ
れると、プロセッサに、本明細書で説明される様々な機能を実行させる命令を含むコンピ
ュータ可読で、コンピュータ実行可能なソフトウェア１１３０を記憶し得る。いくつかの
ケースでは、メモリ１１２５は、特に、周辺コンポーネントまたはデバイスとの相互作用
のような基本ハードウェアおよび／またはソフトウェア動作を制御し得るＢＩＯＳを含み
得る。
【０１０４】
　[0113]ソフトウェア１１３０は、低レイテンシ通信のためのＳＰＳをサポートするため
のコードを含む、本開示の態様をインプリメントするためのコードを含み得る。ソフトウ
ェア１１３０は、システムメモリまたは他のメモリなどの、非一時的なコンピュータ可読
媒体に記憶され得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア１１３０は、プロセッサによ
って直接的に実行可能でない場合があるが、（例えば、コンパイルされ、実行されると）
コンピュータに、本明細書で説明される機能を実行させ得る。
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【０１０５】
　[0114]トランシーバ１１３５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテナ
、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。例えば、
トランシーバ１１３５は、ワイヤレストランシーバを表し得、別のワイヤレストランシー
バと双方向に通信し得る。トランシーバ１１３５はまた、パケットを変調して、変調され
たパケットを送信のためにアンテナに提供することと、アンテナから受信されたパケット
を復調することとを行うためのモデムを含み得る。
【０１０６】
　[0115]いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ１１４０を含み
得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、１つより多くのアンテナ１１
４０を有し得、それらは、複数のワイヤレス送信を同時並行に送信または受信することが
可能であり得る。
【０１０７】
　[0116]ネットワーク通信マネージャ１１４５は、（例えば、１つまたは複数のワイヤー
ドバックホールリンクを介して）コアネットワークとの通信を管理し得る。例えば、ネッ
トワーク通信マネージャ１１４５は、１つまたは複数のＵＥ１１５などの、クライアント
デバイスのためのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１０８】
　[0117]基地局調整マネージャ１１５０は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の
基地局１０５と連携してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジ
ューラを含み得る。例えば、基地局調整マネージャ１１５０は、ビームフォーミングまた
はジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のために、ＵＥ１１５への送信についてのス
ケジューリングを調整し得る。いくつかの例では、基地局調整マネージャ１１５０は、基
地局１０５間の通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク
技術内のＸ２インターフェースを提供し得る。
【０１０９】
　[0118]図１２は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのため
の方法１２００を例示するフローチャートを示す。方法１２００の動作は、本明細書で説
明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５またはそのコンポーネントによってイン
プリメントされ得る。例えば、方法１２００の動作は、図７～図９を参照して説明された
ように、通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５または基
地局１０５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５または基地
局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１０】
　[0119]ブロック１２０５において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、優先トラフィッ
クの送信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、ＳＰＳリソースのブ
ロックを確立し得る。ブロック１２０５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法
に従って実行され得る。ある特定の例では、ブロック１２０５の動作の態様は、図７～図
９を参照して説明されたように、ＳＰＳブロック確立器によって実行され得る。
【０１１１】
　[0120]ブロック１２１０において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、複数のＴＴＩの
うちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィックし
きい値を下回ることを決定し得る。ブロック１２１０の動作は、図１～図６を参照して説
明された方法に従って実行され得る。ある特定の例では、ブロック１２１０の動作の態様
は、図７～図９を参照して説明されたように、トラフィックレベル決定器によって実行さ
れ得る。
【０１１２】
　[0121]ブロック１２１５において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、第１のＴＴＩに
おけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザーブされていること



(29) JP 2020-502940 A 2020.1.23

10

20

30

40

50

からリリースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信号を送信し得る。ブロック１
２１５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得る。ある特定
の例では、ブロック１２１５の動作の態様は、図７～図９を参照して説明されたように、
送信機によって実行され得る。
【０１１３】
　[0122]図１３は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのため
の方法１３００を例示するフローチャートを示す。方法１３００の動作は、本明細書で説
明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５またはそのコンポーネントによってイン
プリメントされ得る。例えば、方法１３００の動作は、図７～図９を参照して説明された
ように、通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５または基
地局１０５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５または基地
局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１４】
　[0123]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、優先トラフィッ
クの送信のために、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、ＳＰＳリソースのブ
ロックを確立し得る。ブロック１３０５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法
に従って実行され得る。ある特定の例では、ブロック１３０５の動作の態様は、図７～図
９を参照して説明されたように、ＳＰＳブロック確立器によって実行され得る。
【０１１５】
　[0124]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、複数のＴＴＩの
うちの第１のＴＴＩの間に送信すべき優先トラフィックのレベルが、優先トラフィックし
きい値を下回ることを決定し得る。ブロック１３１０の動作は、図１～図６を参照して説
明された方法に従って実行され得る。ある特定の例では、ブロック１３１０の動作の態様
は、図７～図９を参照して説明されたように、トラフィックレベル決定器によって実行さ
れ得る。
【０１１６】
　[0125]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、第１のＴＴＩに
おけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザーブされていること
からリリースされることを示すために、ＴＴＩ毎リリース信号を送信し得る。ブロック１
３１５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得る。ある特定
の例では、ブロック１３１５の動作の態様は、図７～図９を参照して説明されたように、
送信機によって実行され得る。
【０１１７】
　[0126]ブロック１３２０において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、優先トラフィッ
クが、複数のＴＴＩのうちの後続のＴＴＩにおける送信のために利用可能であることを決
定し得、後続のＴＴＩは、第１のＴＴＩの直後に生じる。ブロック１３２０の動作は、図
１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得る。ある特定の例では、ブロック
１３２０の動作の態様は、図７～図９を参照して説明されたように、トラフィックレベル
決定器によって実行され得る。
【０１１８】
　[0127]ブロック１３２５において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、後続のＴＴＩに
おけるＳＰＳリソースのブロックにおいて優先トラフィックを送信し得る。ブロック１３
２５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得る。ある特定の
例では、ブロック１３２５の動作の態様は、図７～図９を参照して説明されたように、送
信機によって実行され得る。
【０１１９】
　[0128]図１４は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのため
の方法１４００を例示するフローチャートを示す。方法１４００の動作は、本明細書で説
明されたように、ＵＥ１１５またはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る
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。例えば、方法１４００の動作は、図１０を参照して説明されたように、ＵＥ通信マネー
ジャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を
実行するために、デバイスの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行し得る
。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明され
る機能の態様を実行し得る。
【０１２０】
　[0129]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、優先トラフィックの受信のために、
複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立し得る
。ブロック１４０５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得
る。ある特定の例では、ブロック１４０５の動作の態様は、図１０を参照して説明された
ように、ＳＰＳブロック確立器によって実行され得る。
【０１２１】
　[0130]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩ
におけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザーブされているこ
とからリリースされることを示すＴＴＩ毎リリース信号を受信し得る。ブロック１４１０
の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得る。ある特定の例で
は、ブロック１４１０の動作の態様は、図１０を参照して説明されたように、受信機によ
って実行され得る。
【０１２２】
　[0131]図１５は、本開示の様々な態様による、低レイテンシ通信のためのＳＰＳのため
の方法１５００を例示するフローチャートを示す。方法１５００の動作は、本明細書で説
明されたように、ＵＥ１１５またはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る
。例えば、方法１５００の動作は、図１０を参照して説明されたように、ＵＥ通信マネー
ジャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を
実行するために、デバイスの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行し得る
。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明され
る機能の態様を実行し得る。
【０１２３】
　[0132]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、優先トラフィックの受信のために、
複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）の各々において、ＳＰＳリソースのブロックを確立し得る
。ブロック１５０５の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得
る。ある特定の例では、ブロック１５０５の動作の態様は、図１０を参照して説明された
ように、ＳＰＳブロック確立器によって実行され得る。
【０１２４】
　[0133]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、複数のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩ
におけるＳＰＳリソースのブロックが、優先トラフィックのためにリザーブされているこ
とからリリースされることを示すＴＴＩ毎リリース信号を受信し得る。ブロック１５１０
の動作は、図１～図６を参照して説明された方法に従って実行され得る。ある特定の例で
は、ブロック１５１０の動作の態様は、図１０を参照して説明されたように、受信機によ
って実行され得る。
【０１２５】
　[0134]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、デコーダに、ＴＴＩ毎リリース信号
に少なくとも部分的に基づいて、第１のＴＴＩの少なくとも一部分の間に、低電力状態に
入るように命令し得る。ブロック１５１５の動作は、図１～図６を参照して説明された方
法に従って実行され得る。ある特定の例では、ブロック１５１５の動作の態様は、図１０
を参照して説明されたように、リリーサーコンポーネントによって実行され得る。
【０１２６】
　[0135]上記で説明された方法は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作
およびステップは、再構成または他の方法で変更され得、他のインプリメンテーションが
可能であることに留意されたい。さらに、これら方法のうちの２つ以上からの態様が組み



(31) JP 2020-502940 A 2020.1.23

10

20

30

40

50

合わされ得る。
【０１２７】
　[0136]本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど
の、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネット
ワーク」という用語は、しばしば交換可能に用いられる。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等のよう
な無線技術をインプリメントし得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリースは、一般に、ＣＤＭＡ
２０００　１Ｘ、１Ｘ、等と呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と呼ばれる。Ｕ
ＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む
。時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムは、モバイル通信のためのグローバルシステム（
ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術をインプリメントし得る。
【０１２８】
　[0137]直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムは、ウルトラモバイルブロード
バンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２
０、フラッシュ－ＯＦＤＭ、等のような無線技術をインプリメントし得る。ＵＴＲＡおよ
びＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ
）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および
ＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ、およびモバイル通信のためのグローバルシ
ステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名
称の団体からの文書に説明されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パ
ートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体からの文書に説明され
ている。本明細書で説明された技法は、上述されたシステムおよび無線技術、ならびに他
のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ＬＴＥまたはＮＲシステムの態様が、
例を目的として説明され得、ＬＴＥまたはＮＲ用語が、説明の大部分において使用され得
る一方で、本明細書で説明される技法は、ＬＴＥまたはＮＲアプリケーションを超えて適
用可能である。
【０１２９】
　[0138]本明細書で説明されたこのようなネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を説明するため
に使用され得る。本明細書で説明されたワイヤレス通信のシステムまたは複数のシステム
は、異なるタイプの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が様々な地理的な領域に対するカバレッジ
を提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡまたはＮＲネットワークを含み得る。例えば、各ｅＮ
Ｂ、ｇＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに対し
て通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局
、基地局に関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアま
たは基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタ、等）を説明するために使用され得る。
【０１３０】
　[0139]基地局は、トランシーバ基地局（base transceiver station）、無線基地局、ア
クセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、次世代ノードＢ
（ｇＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な専門用語で
当業者によって呼ばれ得るか、あるいはそれらを含み得る。基地局のための地理的なカバ
レッジエリアは、カバレッジエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る。本明
細書で説明されたワイヤレス通信のシステムまたは複数のシステムは、異なるタイプの基
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地局（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）を含み得る。本明細書で説明されたＵ
Ｅは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、ｇＮＢ、中継基地局、および同様のものを含
む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異
なる技術についての重複する地理的なカバレッジエリアが存在し得る。
【０１３１】
　[0140]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的なエリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限の
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ラ
イセンス、アンライセンス、等の）周波数帯域で動作し得る、マクロセルと比較してより
低い電力の基地局である。スモールセルは、様々な例に従って、ピコセル、フェムトセル
、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、例えば、小さい地理的なエリアをカバー
し得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセスを可
能にし得る。フェムトセルもまた、小さい地理的なエリア（例えば、自宅）をカバーし得
、フェムトセルとのアソシエーションを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）におけるＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥ、および同様のもの）による制限
付きアクセスを提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。
スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、ま
たはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ
、等）のセル（例えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【０１３２】
　[0141]本明細書で説明されたワイヤレス通信のシステムまたは複数のシステムは、同期
または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、複数の基地局は、同様のフレーム
タイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、ほぼ時間的に揃えられ得る。非同期動
作の場合、複数の基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
信は、時間的に揃えられていない場合がある。本明細書で説明された技法は、同期または
非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【０１３３】
　[0142]本明細書で説明されたダウンリンク送信はまた、順方向リンク送信と呼ばれ得、
一方、アップリンク送信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る。例えば、図１および図
２のワイヤレス通信システム１００および２００を含む、本明細書で説明された各通信リ
ンクは、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリ
ア（例えば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。
【０１３４】
　[0143]添付の図面に関連して、本明細書に示された説明は、例となる構成を説明してお
り、インプリメントされ得るまたは特許請求の範囲内にある全ての例を表すものではない
。本明細書で使用される「例示的（exemplary）」という用語は、「好ましい」または「
他の例よりも有利である」ということではなく、「例、事例、または例示を提供する」を
意味する。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供することを目的とした特定の詳細
を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細なしで実施され得る。いく
つかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明された例の概念を曖昧にすることを
避けるために、ブロック図形式で示される。
【０１３５】
　[0144]添付の図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し得
る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと、同
様のコンポーネント同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。
第１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベ
ルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任意の１
つに適用可能である。
【０１３６】
　[0145]本明細書で説明された情報および信号は、様々な異なる技法および技法のうちの
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任意のものを使用して表され得る。例えば、上記の説明全体を通して参照され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの任意の組合せによって表
され得る。
【０１３７】
　[0146]本明細書の開示に関連して説明された、様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブルロジック
デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウ
ェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたこ
れらの任意の組合せを用いてインプリメントまたは実行され得る。汎用プロセッサは、マ
イクロプロセッサであり得るが、代替として、このプロセッサは、任意の従来のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン（state machine）で
あり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰと
マイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つま
たは複数のマイクロプロセッサ、あるいはその他任意のそのような構成）としてインプリ
メントされ得る。
【０１３８】
　[0147]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。
プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、これら機能は
、コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信
され得る。他の例およびインプリメンテーションは、添付の特許請求の範囲および本開示
の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロセ
ッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの任意の組合
せによって実行されるソフトウェアを使用してインプリメントされ得る。機能をインプリ
メントする特徴はまた、様々な位置に物理的に位置し得、機能の部分が異なる物理的なロ
ケーションにおいてインプリメントされるように分散されることを含む。また、特許請求
の範囲を含め、本明細書で使用される場合、項目の列挙（例えば、「～のうちの少なくと
も１つ」または「～のうちの１つまたは複数」といった表現で始まる項目の列挙）中で使
用される「または（or）」は、例えば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つという
列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、
ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような、包含的な列挙を示す。また、本明細書で使用さ
れる場合、「～に基づいて」という表現は、条件の閉集合への参照として解釈されないも
のとする。例えば、「条件Ａに基づいて」と説明された例示的なステップは、本開示の範
囲から逸脱することなく条件Ａと条件Ｂの両方に基づき得る。換言すれば、本明細書で使
用される場合、「～に基づいて」という表現は、「～に少なくとも部分的に基づいて」と
いう表現と同様に解釈されるものとする。
【０１３９】
　[0148]コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体との両
方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得
る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的なコンピュータ可
読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＥＰＲＯ
Ｍ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、
磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令またはデータ構造の
形式で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、かつ、汎用
または専用コンピュータ、あるいは汎用または専用プロセッサによってアクセスされ得る
、その他任意の非一時的な媒体を備え得る。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ
可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、
ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波
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のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから
送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク
（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディス
ク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスク
を含み、ここでディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（dis
cs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた、コンピュー
タ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４０】
　[0149]本明細書の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするため
に提供された。本開示への様々な変更は、当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定
義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用され得る。
したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきではなく、
本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられることと
なる。

【図１】 【図２】
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